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2015 年度 さわやか福祉財団 全国交流フォーラム 

奄美市 竹田市 武蔵野市 の 

生活支援コーディネーターらによる事例発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出演者： 

鹿児島県奄美市保健福祉部高齢者福祉課 

名瀬地域包括支援センター 保健師 

島名博美 さん 

鹿児島県奄美市第１層生活支援コーディネーター   

田丸友三郎 さん 

大分県竹田市経済活性化促進協議会事業支援員  

第１層生活支援コーディネーター 

高木佳奈枝 さん 

東京都武蔵野市健康福祉部高齢者支援課 

第１層生活支援コーディネーター  

横山美江 さん 

 

堀田：いま全国で「生活支援コーディネーター」の決定がすすんでおります。まずは奄美

市で田丸さんがどのようにして選定されたのか。選ばれた田丸さんがどんな方で、どのよ

うに「助け合い」をしておられるか。全国にいろいろな例がありますが、この事業がはじ

まってからのモデルとして、島名さんからうかがえればうれしく思います。 
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奄美市における生活支援体制事業への取り組み 

島名：みなさん、こんにちは。奄美大島は鹿児島と沖縄の間にあって、東京（羽田）から

２時間。奄美市の人口は約４万４０００人。直営の地域包括支援センター３カ所、在宅介

護支援センター７カ所で活動しています。介護保険認定率は２２．６％です。 
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奄美市における第１層コーディネーター選出及び第１層協議体設立まで 

市の第１層のコ－ディネーターの選出にむけて、まず「勉強会」（平成２７年３月１３日・

堀田会長の講演）で核となりうる人々とのディスカッションをおこない、翌日は「市民向

けフォーラム」（３月１４日）を開催して「助け合い」の仕組みづくりを検討しました。 
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「地域支え合い体制づくりを考える会」として研究会を立ち上げ 

「地域支え合い体制づくりを考える会」として研究会を立ち上げて４回開催しました。 

第１回（６月２９日）は講演「地域での助け合いの必要性」と「めざす地域像」の発表 

第２回（７月２７日）は「奄美市のめざす地域像」の確認とエリア別のグループワーク 
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奄美市第１層コーディネーターとして田丸さんを選出。 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回（８月１３日）、第２層のエリア別グループワークで「協議体構成員」と「第１層コ

ーディネーター」の役割を確認。第４回（１０月１日）で「めざす地域像」の確認、「第１

層協議体構成団体」の承認、「第１層コーディネーター（田丸さん）」の選出をおこなった。 
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コーディネーター及び協議体委員委嘱状交付 第２層の体制づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美市の「第１層生活支援コーディネーター」に田丸友三郎氏を委嘱、協議体委員にも委

嘱状を交付した。「第１層生活支援コーディネーター」は住民向けの話し合いに出席して、

第２層の体制づくりをすすめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自治体側として島名さんは、選定にあたってだれがいいか自分も職員も住民とも考えた。

「田丸さんが頑張っているから私たちも頑張る」という住民の声が決め手になったという。

４回の会議を重ねて丹念に住民の声を聞いて選出したこと、選ばれた田丸さんが自分の思

いで動いておられるのがすばらしいと堀田会長も評価した。 
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奄美市における第１層生活支援コーディネーターとして 

第１層コーディネーターとして田丸さんは毎月各地域の情報交換会に出て意見を聞き、各

団体や各課で動きを説明している。田丸さん自身は選出の経緯を、地域をよく知っている

こと、名瀬地区の町内会会長であること、既存の組織を活かすことができることだという。 
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第２層さらに地域住民とともに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美市では８地区中４地区ですでに第２層コーディネーターが決定している。決まらない

地区に対しても地域全体で考えながら体制づくりに取り組んでいる。 

 

生活支援コーディネーターらによる事例発表 

大分県竹田市経済活性化促進協議会事業支援員 

第１層生活支援コーディネーター 

高木佳奈枝 さん 
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 「市民が主役の支え合う仕組みづくりとその実践」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民みずからが地域に深く関わり、実情を知ることで意識が変わる。そこでまず人材

を育成する「暮らしのサポートセンター」（くらサポ）を平成２４年に立ち上げた。そのし

くみに今回の活動が重なって高木さんが「第１層生活支援コーディネーター」に選ばれた。 



10 

 

「暮らしのサポートセンター」（くらサポ）の活動 

 

「暮らしのサポートセンター」（くらサポ）は中学校区７を目安に立ち上げる。３月には全

部で成立する。竹田市は人口２万２０００人、高齢化率４３％と高いが、認定率は２２％

くらいで元気な高齢者が多い。元気な高齢者といっしょに取り組みをしている。 
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 「くらサポ」をめぐる地域づくり 

 

「くらサポ」勉強会で「生活実態調査」をおこなう。そして１軒１軒をたずねて話を聞く。

聞くのは職員でなく勉強会に参加した地域の人々が地域を知ろうということで参加する。

７５歳以上でも能力を活かすこと、具体的支援と直接いけるところにあることに意義。 
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官民協働の地域づくり 

地区ごとにだれでも参加できる「よっちはなそう会」を実施した。まず協議体の設置にむ

けて地区社協を中心に話しあい、その上で第１層協議体そしてコーディネーター選出とい

う手順に。名前を「地域支え合い推進会議」として「包括連携協定」を推進する。 


